
船室の選び方 

 

Pride of America の船客収容設備の概略は次の通りである。 

客室デッキ：15 デッキ 

許容船客数：2,700 人 

客室総数：1,095 室（オブスクラクテッド、スタジオを除く） 

 

ステートルームは次のように設計されている。 

    種別       収容人数 部屋数  広さ（㎡）   窓      価格*（一人） 

 スイート       2～10      76      33.0～138.2    あり    $4,139 

 バルコニー      2～4      613      17.9～23.3     あり   $3,009 

 オーシャンビュー   2～4       96      14.4           あり  $2,659 

  インサイド        2～4      224      13.2           なし  $2,499 

*価格は NCL 社 HP で公開している期間の最低価格である。 

 

クルーズ時期によるステートルーム別の最低価格は次の通りである。(31/01/2018) 

             インサイド  オーシャンビュー  バルコニー  スイート 

2018 年 3 月 14 日～24 日   $2,989     $3,119      $3,569    完売 

2018 年 6 月 13 日～23 日    $3,519          $3,739            $4,289       $10,389 

2018 年 12 月 12 日～22 日    $2,519          $2,659            $3,009       $ 4,239 



クルーズ料金は時期と部屋によって大きく変わる。 

私たちはスイートに泊まるつもりはない（高くて泊まれない）ので、バルコニー、オーシャン

ビュー、インサイドから選ぶことになる。 

 

私たちのクルーズ期間（2018 年 1 月 13 日～1 月 20 日）では、2017 年 2 月 7 日の料金は次の

とおりであった。 

インサイド   $1,858 

オーシャンビュー  $2,018(+$160) 

バルコニー  $2,348(+＄490) 

 

船室選択のポイントは部屋から海が見える価値をどのように捉えるかである。 

小さな丸窓から海が見える価値（$160）は余りないと思いオーシャンビューは外した。 

インサイドとバルコニーとの比較が残った。 

 

その差は二人で約 10 万（＄1,000）である。 

バルコニーは海が見えるだけでなく 17.9 ㎡あり広い。 

クルーズでは海が見えて広い場所は部屋以外にいくらでもある。 

私たちは船の中では部屋は寝るためだけのものと割り切っている。 

確かに、朝起きた時に部屋から海を見たりバルコニーから海を見ながらコーヒーが飲めるのは

非日常的で魅力的ある。 

 



一方、海が見えるという事は部屋が船の両端にあることを意味する。 

少しこの事について触れてみたい。 

クルーズで気になることの一つとして『揺れ』がある。 

大型船ではスタビライザー（横揺れ防止装置）により揺れを少なくする工夫があるが、外洋に

出て波が高い時や天候悪化の際には大型船でもかなり揺れる。 

Pride of America は 8 万トンを超える大型船であるが今回のクルーズでもハワイ島からカフル

イ島の航行ではかなり揺れた。 

 

私は部屋を決める際には『揺れが少ないこと』をとても要視している。 

船で揺れない場所はないが揺れが少ない場所はある。 

船の重心付近の部屋である。 

船がどのように傾いても重心の位置は変わらないから揺れが少ない。 

 

Pride of America を例に説明する。 

Pride of America の客室デッキは 13 ある。 

正確ではないが船の外見から Pride of America では 9 デッキから 11 デッキくらいが中間の高

さに当たると思う。 

 

デッキプランを詳しく見るとデッキ 11 には客室がない。 

デッキ 9 とデッキ 10 の何れにもミッドシップインサイド（中央内側）に部屋がある。 

しかし、デッキ 10 の上にはデッキ 11 のプールがある。 



以前、モルジブでのクルーズの夜中にプールの水がプールサイドにぶつかる音がうるさかった

経験から私はデッキ 9 を選択した。 

 

デッキ 9 のミッドシップインサイドには 9105 号室と 9107 号室の 2 つがある。 

船内図を見ると 9107 号室はエレベータの真後ろなので 9105 号室に決めた。 

 

更にデッキプランを詳しく見ると大部分の部屋のベッドは船の進行方向に置かれているのに対

して 9105 号室と 9107 号室のベッドはクロスするように置かれていた。 

これも揺れを少なくする要因になると考えた。 

 

後日談になるがハワイ島からカウアイ島への航行で船の前方のハリウッドシアーでは出演者が

足をとられるほど揺れた際にも私たちの部屋の中ではそれほどの揺れは感じなかった。 

 

また、ミッドシップインサイドの部屋は船の中央にあるので前方や後方のレストラン等の船内

施設に行く際にも便利であった。 

何しろ、Pride of America は⾧さが 281m もある。 

NCL 社の船でも普通のインサイドよりもミッドシップインサイドが 7 万から８万高い価格設定

の船がある。 

 

Pride of America では 9105 号室はお勧めである。 

 



私たちの部屋  ミッドシップインサイド 9105 室 

 

  



ステートルームプラン 

 

15 の客室デッキに 1,095 の客室（スイート 7６室）がある。 

最高許容人数は 2,700 人である。 

（部屋の写真は NCL 社 HP から流用） 

デラックスオーナーズスイート  約 128.5 ㎡ (1 室のみ 1,382 ㎡) 

 

オーナーズスイート  約 63～89 ㎡ 

デラックスペントハウス 約 81.5m2 

 

キングサイズベッド、ウォークインクローゼッ

ト、ジェットバス＆シャワーブース付浴室、ソ

ファーベッド付きリビングダイニング。 

バトラー・コンシェルジュサービス。 

キングサイズベッド、ウォークインクローゼッ

ト、ジェットバス＆シャワーブース付浴室、ソ

ファーベッド付きリビングダイニング。 

バトラー・コンシェルジュサービス。 

キングサイズベッド、ウォークインクローゼッ

ト、ジェットバス＆シャワーブース付浴室、ソ

ファーベッド付きリビングダイニング。 

バトラー・コンシェルジュサービス。 



ペントハウス  約 48～64m2 

 

デラックスファミリースイート  約 56.5～60.5m2 

  

ファミリースイート  約 31m2 

  

バルコニー  約 16.5～21.5m2 

キングサイズベッド、ウォークインクローゼ

ット、シャワーブース付浴室、ソファーベッ

ド付きリビングダイニング。 

バトラー・コンシェルジュサービス。 

寝室 2 部屋（ウォークインクローゼット付き

1 部屋、シングルベッド 2 台付き 1 部屋）、

浴室 2 カ所、ソファーベッド付リビングルー

ム。バトラー・コンシェルジュサービス。 

寝室 2 部屋（クイーンサイズベッド 1 部屋、

ソファーベッド 1 部屋）、ソファーベッド付

リビングルーム。 

バトラー・コンシェルジュサービス。 



  

オーシャンビュー  約 13.5m2 

  

インサイド  約 12.5m2 

 

ストゥーディオ  約 9m2 

  

シングルベッド 2 台 

リビングスペース 

バルコニー 

シングルベッド 2 台 

リビングスペース（1 部） 

シングルベッド 2 台 

フルサイズベッド 

廊下向きの窓 

専用ラウンジの利用付き 


